
 

八王子市立横山第二小学校の児童が利用する「横山学童保育所」が、 

令和４年４月１日より、横山第二小学校西館校舎２階へ移転することが 

決定しました。 

以前より、学童を利用する児童が、学童に行くまでに南浅川を渡り、 

距離的にも遠く負担とのご意見を頂いており、児童が安全に放課後を過 

ごすためにも校舎内への設置を要望して来ておりました。 

今回の移転に合わせて、以前から私が取り組んでおります学童保育所 

と放課後子ども教室の一体的運用に関しても、横山第二小学校がモデルとなるような仕組みづくりを目指して

まいります。 
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討議資料 

【ごあいさつ】 
新春の候、皆様におかれましては、新年を健やかにお迎えになられたこと、心よりお慶び申し上げます。昨

年においては、公私ともに後援会の皆様に支えられ、活動出来ましたこと、改めて感謝申し上げます。 

さて、令和 4年を迎え、気持ち新たに活動を始めさせて頂いております。年越しにおいては、例年と同じ

く、並木町の氏神様である高宰神社において、睦の皆様と共に過ごさせて頂きました。 

昨年は、７月に東京都議会議員選挙が行われ、伊藤しょうこう都議会議員（２期）、西山まさる都議会議員

（１期）が、１０月の衆議院選挙では、はぎうだ光一代議士（６期）が、堂々たる成績にて当選を果たさせて

頂くことが出来ました。選挙戦において、鈴木レオ後援会の皆様に多大なるご支援頂きましたこと、感謝申し

上げます。 

これにより、はぎうだ光一代議士、２名の都議会議員、さらには石森市長、１４名の自民党新政会所属の市

議会により国政・都政・市政の強固な連携体制が構築できました。この令和４年においては、この好機を逃す

ことなく、市政発展に向けて全力で取り組んで参ります。 

しかし、この２年の間、猛威を奮っている新型コロナウイルスにおいては、未だ終息の兆しが見えない状況

であります。オミクロン株においても、年明けから感染者数が増大し、日々刻々と状況が変化をしておりま

す。昨年、八王子市では市長専決処分を含め、９回に渡る補正予算を成立しました。本年においても、行政と

両輪となり、新型コロナウイルスへの対策に取り組んで参ります。 

今後、市議会では２月１５日より告示となります第１回市議会定例会議に向け、新年度予算説明などが始ま

ります。 

第１回市議会定例会議では、新年度予算に対する代表質疑、予算等審査特別委員会における総括質疑や各常

任委員会における分科会審議が行われます。昨年、自民党新政会として、皆様から頂いた要望を会派にて取り

まとめた要望書が、どのように反映されているのか、どのように新年度において取り組まれるかなど、厳しく

チェックをして参ります。

そして、本年４月には、令和５年に行われます八王子市議会議員選挙まで１年を切ることとなります。本年

より、選挙戦に向けた準備に入りますので、引き続き、皆様のご支援、ご指導賜りますこと、心よりお願い申

し上げます。 

末筆となりますが、本年が皆様にとりまして、素晴らしい１年になりますこと、お祈り申し上げます。 
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問① 現在、はちバスの再編に向けた検討を行っているが、交通空白地域についても変化している。今回の検討に
あたり、交通空白地域の再評価がどのような状況となっているのか。 

答①現在、はちバスの中長期的な課題解決に向けて、八王子市地域公共交通活性化協議会に専門分科会を設置し、
検討を進めております。その中で、交通空白地域につきましては再評価を行っており、今後、再評価の結果

に基づき、はちバスの再編や地域交通事業の新たな展開など、交通空白地域の解消に努めていく。 
問② 自動運転技術など新技術の活用について、市はどのように考えているのか。 

答②新技術については、現地視察や全国的な事例の情報収集を行っており、その動向を注視している。引き続き、

民間事業者や大学など様々な関係者と連携を図り、導入に向けた調査、研究を積極的に進めていきたいと
考えている。 

問③狭隘な道路などにおいて、ワンボックス車両などの小型車両を活用した地域循環型のバスの導入について市
はどのように考えているのか。 

答③小型車両を活用した地域循環型の運行は、重要な選択肢であり、地域の交通環境や需要に応じた活用を進め

ていく。 
問④新たな技術を取り入れた交通手段の積極的な活用により、交通政策 

を実現してもらいたいと考えているが副市長の見解を問う。 
答④新たな取り組みの中で、事業性や効果、適応性などを検証している。 

引き続き、新技術に対してアンテナを高くし調査、研究しなが
ら、 本市の実践的な交通手段の導入を進めていく考えである。 

問① 現在、消防団にて、ドローンを活用しているが、ドローンを操縦できる消防団員の現状は？ 
答①現在、ドローン操縦資格を有する消防団員は、２名おり、活用事例としては、令和元年東日本台風の際、

大規模な土砂災害が発生した恩方地区にて、被害規模の把握に活用した事例があります。 
問② 建設工事などにおいてドローンを活用しているのか。また、道路建設などでの、現状のドローン活用状況

はどうなっているのか。 
答②「建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目指す新しい取組である i-Construction」を

踏まえ、受注業者の提案によりドローンを活用した測量などを行った事例はあるが、市がドローンを活用
した測量や工事の発注実績は現在のところない。 
問③現在のドローンパイロットの育成と活用状況はどうか。 
答③これまでに、デジタルハリウッド大学との協定に基づきパイロット２名を養成しております。 
問④郵政において、すでに奥多摩町において郵便物の配送をドローンを用いて行っている。このように、今後、

物資輸送などさらなる活用ができると考えるが如何か。 
答④御提案いただいた医薬品など物資の搬送のほか、スピーカーを装着して孤立集落へ音声による情報提供に

活用できないか、現在、導入に向けた具体的な検討を行っている。 
問⑤新たなドローンの活用として、橋りょう点検にドローンを活用することはできないか。 
答⑤橋りょう点検において、ドローンを補完的に活用することで、作業の効率化及び職員の安全が確保され、

より効率的かつ効果的な橋りょう点検が実施できるものと考える。 
問⑥橋りょう点検以外での活用として、どのような事に活用できると考えているか。 
答⑥道路交通部では、大型標識や信号機に設置されている地点名標識、また、駅前広場などに設置されている

タワー照明などの管理も行っており、このような高所での作業につきまして作業効率や安全性の向上に
つながるものと考えております。

問⑦災害時はもとより平時から活用していくのであれば、ドローンを飛行させることができる職員の計画的な
育成と、民間企業との官民連携も効果的である。 

答⑦災害時だけでなく、平時においてもドローンを活用していくため、パイロットの養成を計画的に行ってま
いります。また、専門的技術や最新の知見を有する民間企業とも連携を図ることで、様々な分野でのドロ 
ーンの活用に取り組んでいく。 

第 4回市議会定例会議 一般質問 

【一括質問方式】 

１．ドローンの活用について 

(1) 現状のドローン活用状況について

(2) 防災におけるドローンのさらなる活用に向けて

(3) 新たなドローン活用に向けた取組について

２．保育コンシェルジュについて 

(1) 保育コンシェルジュの配置・運営状況について

(2) 保育コンシェルジュの役割について

(3) 保育コンシェルジュのさらなる充実に向けて

３．交通空白地域の支援について 

(1) 交通空白地域の現状について

(2) 自動運転化技術を活用した公共交通について

(3) 新たな交通支援策の実施に向けて

右記の QRコードより、イン

ターネット中継の録画動画を

ご覧頂けます。

問①保育コンシェルジュは、平成 27 年度より利用者支援事業として導入された。改めて保育コンシェルジュの
設置の経緯について問う。 

答①子育て家庭の個別ニーズを把握し、教育・保育施設及び地域子育て支援事業等の利用に当たり「情報集約・
提供」「相談」「利用支援・援助」を行うことを目的に、平成２７年度から設置している。 

問②保育コンシェルジュの実施状況について問う。 
答②平成２７年度７名配置した保育コンシェルジュは、現状は１０名増員し、保育幼稚園課に１０名、南口総合

事務所に７名の計１７名体制で相談対応している。 
問③保育コンシェルジュについて、google などで検索しても、八王子のホームページ上に出てこない。重要な役

割を担っているにも関わらず、ホームページには記載されておらず、その役割についての周知がされていな
い。この利用者支援事業の周知をどのように行ってきたのか。 
答③「保育コンシェルジュ」の名称を使用した利用者支援事業の案内については、今後子育て応援サイト等にお

いて「保育コンシェルジュ」の配置についてさらなる周知をし、親しみやすくご相談いただけるよう認知
度を高めていきたいと思います。 

問④現在、国において（仮称）子ども家庭福祉ソーシャルワーカーという新たな資格が創設が検討されるなど、
子育てに関する相談体制の充実が必要とされている。市長は、制度が複雑化している中で重要な役割を担っ
ている保育コンシェルジュの重要性についてどのように考えているか。 

答④保育コンシェルジュの重要性について、幼児教育・保育施設には、保育園

　　や幼稚園をはじめ、様々なものがあり、制度が複雑化するなかで、本市の
　　保育コンシェルジュは、保護者一人一人に寄り添いながら、家庭の状況に 
　　適した保育の提供ができるよう案内している。また、施設側の受入状況に 
　　も応じた対応をするなど、本市の子育て支援事業において果たしている役
　　割は大変大きい。引き続き、それぞれの家庭や施設に寄り添いながら、き
　　め細かく相談支援を行っていく。

新たに作られた保育コン
シェルジュ紹介HP


